
【実施体制】

学長のリーダーシップの下、役員及びダイバーシティ推進センター長等を構成員とする全学教授等選考委員会を随時実施
し、厳格な採用・昇進体制をマネジメントし、女性研究者在職率、上位職登用促進体制を維持する。

長崎大学（先端型）

【特長】

1．先進的「ダイバーシティ推進学習プログラム」（管理職用，教職員
用）を役員・教職員全員に受講義務化
2．医療・医学研究領域(大学病院）における働き方改革を、他部局・全
国の医療・医学研究分野に向けた働き方改革の先進モデルとして社
会に発信
3．長期・中期・短期などによる多様な派遣ニーズに対応した海外派遣
支援制度を中心とした「女性研究者サポートプログラム」の実施

ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ

【体制の概要】

実施期間：R１年～R６年

【取組概要（目標）】

1）より広いダイバーシティ研究環境形成へのポジティブ・アクション
1．「ダイバーシティ推進学習プログラム」の開発と受講促進
・管理職プログラムの受講義務化（2024年までに達成）
・教職員のプログラム（FD・SD）受講義務化（2024年までに達成）
・学生・大学院生のプログラム修了者数 50人（2024年までに達成）
2．医療・医学研究分野の働き方改革推進の実現と先進事例としての
発信・波及

2）女性研究者の上位職への登用の増加
1．女性研究者の新規採用者率33%を達成
（長崎大学女性活躍推進のための行動計画）

2．女性研究者の在籍率25％を達成
（長崎大学女性活躍推進のための行動計画を上方修正）

3．女性研究者の上位職登用の増加
（長崎大学女性活躍推進のための行動計画を上方修正）

・学長・理事・副学長・学長補佐相当 1人→3人
・教授ポスト 12%→16%
4．海外派遣プログラム参加女性研究者数 各年15人



【支援内容】

・「ダイバーシティ推進学習プログラム」の開発と受講促進
①管理職プログラムの受講義務化 ②教職員のプログラム（FD・SD）受講義務化 ③学生・大学院生のプログラム修了者数 50人
・医療・医学研究分野の働き方改革推進の実現と先進事例としての発信・波及
全国的に最も先行事例の少ない医学・医療分野（大学病院）に特化した働き方改革に着手し、成果を先進事例としてモデル化し発信する

・女性研究者の上位職への登用の増加→女性研究者サポートプログラム
①海外派遣支援制度
海外派遣・・・長期、中期、短期の海外派遣時の旅費や代替教員・非常勤講師の雇用費の支援
国内外の国際学会派遣・・・国内外の国際学会派遣時の旅費の支援

②英語論文作成支援制度・・・英語論文または英語原稿校閲費用を支援
③女性研究者の教授就任インセンティブ・・・学内昇任及び新規採用の女性教授を対象に研究促進インセンティブとして研究費を助成し支援
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【ダイバーシティ推進センターの活動・発行物等】

・意識改革、両立支援のためのサポート ・ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）による女性研究者支援

①女性活躍推進小冊子 ・次世代育成のためロールモデル集の発行

②出産・育児ハンドブック
③介護準備ハンドブック
④仕事と介護の両立事例集
⑤働き方見直しガイドブック
⑥夏季休暇中の学内学童保育
⑦キャンパス内に学内２園目となる保育園開園（2017年）

・ニュースレターの発行
https://www.cdi.nagasaki-u.ac.jp/newsletter_omoyai

【お問合せ】
機関名：国立大学法人長崎大学 ダイバーシティ推進センター
所在地：長崎県長崎市文教町1-14
連絡先：TEL 095-819-2889

ｍａｉｌ omoyai_staff@ｍｌ.ｎagasaki-u.ac.jp
ＨＰ： https://www.cdi.nagasaki-u.ac.jp

① ③②

⑤

④


